
(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内 線4287)
03(3595)2423(18時 以降)
03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FA× )

寄付金・契約金等受取 (割当て)額等回答表

平成3ク年≠月♪″日

姦『
申請こ屎羅 灘 簿 鰍 製 轟 Ъ辟 魏 論のとおり回

①食品中の2,4-Dの残留基準の設定について

②食品中のクロルフルアズロンの残留基準の設定について

③食品中のクロルメコートの残留基準の設定について

④食品中のスピノサドの残留基準の設定について

⑤食品中のピコキシス翔ビンの残留基準の設定|こついて

⑥食品中のビリベンカルプの残留基準の設定について

⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

③食品中のメタラキシル及びメフェノキサムの残留基準の設定について



(別紙)

①食品中の2,4-Dの残留基準の設定について

●
受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

1 

特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取った年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

● 申請資料等の¨

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

● 申請資料等の作成に密接l_関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度
□ 平成30年

資料等の作成に

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利」害関係
特記事項

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下

円超

当の有無 : 首 無し
酵 無し

]

該当の有無 |

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万円以下

円超

有

有

□

□

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1 

特記事項

②食品中のクロルフルアズロンの残留基準の設定について

●

→ 該当の有無:□
→ 該当の有無|□

し

し

鉦
小
鉦
（

ビ
ゴ

「
‐
‐
∃

有

有

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下

当の有無 :

該当の有無

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下

該当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□

し

し

毎
（
鉦
（

′
目

げ

「
‐

‐

Ｊ1 

特記事項

③食品中のクロルメコートの残留基準の設定について

●

し

し

笠
小
征
小

′レ

ｌ

ｊ

有

有

□

□

●

●

ｒ

‐

‐

」

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 オ旨導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

□

□

□

□

寄附金(奨学寄付金含む)
特許権・特許使用料・商標権による報酬
講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式

ロ コンサルタント料 ナ旨導料

□

□

□

□

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権 特許使用料 商標権による報酬
講演料   □ 原稿執筆料

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式

ロ コンサルタント料 手旨導料

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 オ旨導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係



④食品中のスピノサドの残留基準の設定について

企栗名 (甲講企業等 ):
● 寄付金 契約金等の受取 (害」当て

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度
□

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取った年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金 .契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度
平成30年

申請資料等の作成に密接に関与
審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

有無:□ 有リ  ビ 無し
当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 円超

当の有無 :

→ 該当の有無
鉦
小
鉦
小

♂
ご

１
‐
ゴ

有

有

⑤食品中のピコキシストロビンの残留基準の設定について

●                            y無 し

⑥食品中のビリベンカルプの残留基準の設定について

ピ無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

し

し

盤
小
鉦
小

♂
〆
Π
Ｉ
Ｊ

有

有

□

□

鉦
小
鉦
小

ご
′ピ
「
‐
‐
Ｊ

●

●

鉦
（
鉦
小

・叫
ゴ

¬
‐
‐
Ｊ

有

有

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万円以下

当の有無 :

→ 該当の有無 :

該当の有無 :

該当の有無 :

⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

書 誓 響 露 予 欝 名 ま 霧
凶 圏 墜 菱 当

―
_____一

=面 両 誦 竃 蒔 瓢
~♂
無し●寄付金契約金等の受取(害」当て)額

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下

円超

●

●

ｒ

‐

‐

」

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□_その他(               )

□

□

□

寄附金 (奨学寄付金含む)

特許権 特許使用料 商標権による報酬
講演料  □ 原稿執筆料
その他 (

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式
)

ロ コンサルタント料■旨導料

□ 寄附金(奨学寄付金合む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金合む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式

→ 該当の有無:□  有り
→ 該当の有無:□  有り



⑧食品中のメタラキシル及びメフェノキサムの残留基準の設定について

● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成28年度
□ 平成29年度

→ 受取の有無:固 有り  暉/無し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
500

該当の有無:□ 有り
該当の有無:□ 有り

し

し

鉦
小
鉦
小

，
多

． ―

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料■旨導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

与

1 

特記事項



（宛　先）

〒100－8916

電話

FAX

厚生労働省　医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室廃材ナ

東京都千代田区霞が関1－2－2
03（5253）1111（内線4287）

03（3595）2423（18時以降）

03－3595－2432（残留農薬等基準審査室FAX）

寄付金■契約金等受取（割当て）額等回答表

平成Jク年甘月JJ日

平成30年5月9日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中の2，4－Dの残留基準の設定について

②食品中のクロルフルアズロンの残留基準の設定について

（診食品中のクロルメコートの残留基準の設定について

④食品中のスピノサドの残留基準の設定について

（9食品中のピコキシストロビンの残留基準の設定について

（診食品中のどリベンカルブの残留基準の設定について

⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

⑧食品中のメタラキシル及びメフェノキサムの残留基準の設定について

現職　練絹呵招魂紹放線
氏名　、をぁ姐泉



（別紙）

①食品中の2．4－Dの残留基準の設定について

企集名（申請企業等）：　　ニューファム株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成28年度

□　平成29年度

口　平成30年度

→　受取の有無：□　有り　　好　無し

当該年度における受取額

口　50万円以下

□　50万円超～500万円以下

口　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
ロ　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

□　講演料　　□　原稿執筆料 佰ｸ��9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

□　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名（申請企業等）：　　壬
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：ロ　有り

→　受取の有無：ロ　有り　　厨r　無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口　平成28年度

口　平成29年度

口　平成30年度

当該年度における受取額

□　50万円以下

ロ　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
□　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

ロ　講演料　　口　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

□　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

［

特記事項

（診食品中のクロルフルアズロンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　石原産業株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口　平成28年度

□　平成29年度

□　平成30年度

一→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：ロ　有り

一→　受取の有無：□　有り　　阿　無し

当該年度における受取額

□　50万円以下

ロ　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
□　寄附金（奨学寄付金含む） �8ﾘ��ﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

ロ　講演料　　□　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

ロ　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のクロルメコートの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　BASFジャパン株式全刹
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金■契約金等を受け取った年度

口　平成28年度

口　平成29年度

□　平成30年度

－→　該当の有無：ロ　有り

一→　該当の有無：口　有り

→　受取の有無：□　有り　　財　無し

当該年度における受取額

□　50万円以下

口　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
□　寄附金（奨学寄付金含む） 佰ｸ�ﾈﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

□　講演料　　□　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

□　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

一→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：□　有り

L
 
L

無
無
武

〆

］

L
 
L

無
無

ノ

正

〆

］

L
 
L

無
無
読

〆

］

L
 
L

無
無
計

が

］



④食品中のスピノサドの残留基準の設定について

企美名（申請企業等）：　　ダウ・アグロサイエンスE
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成28年度

口　平成29年度

□　平成30年度

→　受取の有無：□　有り　　包’無し

当該年度における受取額

□　50万円以下

□　50万円趨～500万円以下

口　500万円超

【受取額の内訳】 ��
ロ　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ��ｾ�����8ﾘ��5(985H8ｸ5�986y{��X轌;�{��

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 ��

ロ　講演料　　□　原稿執筆料 �8ﾘ��9h･舒仂h,ﾈｩH��

口　その他（ ��｢�

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のピコキシストロビンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　日本農薬株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口　平成28年度

□　平成29年度

□　平成30年度

→　該当の有無：口　有り

→　該当の有無：口　有り

→受取の棚＝□有。／軋

当該年度における受取額

□　50万円以下

ロ　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】 ��
□　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ��ｾ�����8ﾘ��5(985H8ｸ5�986y{��X轌;�{��

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 ��

ロ　講演料　　口　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH��

□　その他（ ��｢�

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑥食品中のビノベンカルブの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　クミアイ化学工業株式会
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口　平成28年度

口　平成29年度

□　平成30年度

→　該当の有無：□　有り

→該当の有無＝□有り阿］無し該慧ヒ

→受即，有無口有り　／無心

当該年度における受取額

□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
口　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

D　特許権■特許使用料・商標権による報酬 �� 

□　講演料　　口　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

ロ　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

［

特記事項

⑦食品中のフエンピロキシメートの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　日本農薬株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成28年度

□　平成29年度

□　平成30年度

→　該当の有無：□　有り

一→　該当の有無：□　有り

→受取の有無口有り　√無心

当該年度における受取額

ロ　50万円以下

口　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
□　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

□　講演料　　□　原稿執筆料 佰ｸ��9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

口　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：口　有り

L
 
L

無
無

／
年
回
］

L
 
L

無
無
才
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L

無
無
廣

「
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⑧食品中のメタラキシル及びメフェノキサムの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　シンジェンタジャパン株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成28年度

□　平成29年度

口　平成30年度

→受取の有無＝□有り　√無し

当該年度における受取額

□　50万円以下

口　50万円超～500万円以下

口　500万円超

【受取額の内訳】 �� 
ロ　寄附金（奨学寄付金含む） 佰ｸ��ﾊHｸhﾅ��ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

ロ　講演料　　□　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH�� 

□　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

→　該当の有無：口　有り

→　該当の有無：□　有り



( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒1 0 0 一8 9 1 6

電話

F A X

東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 7 )
0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

  寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表 
平成年ツ月日

平成3 0 年5 月9 B 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・勤物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て）額等について、別紙のとおり回

答する。

  ① 食品中の2 , 4 - D の残留基準の設定について

  ② 食品中のクロルフルアズロンの残留基準の設定について

  ③ 食品中のクロルメコートの残留基準の設定について

  ④ 食品中のスピノサドの残留基準の設定について

  ⑤ 食品中のピコキシストロビンの残留基準の股定について

⑥食品中のピ1 J ベンカルブの残留基準の設定について

  ⑦ 食品中のフェンピ□キシメートの残留基準の設定について

  ⑧ 食品中のメタラキシル及びメフェノキサムの残留基準の設定について

現職組立霞黎品食i S 遂所/ f o S 為萬一象基

    氏名 3



( 別紙）

①食品中の2 , 4 - D の残留基準の設定について

  企彙名（申請企盡塞）： ニューファム秩式会計

  ・寄付金・契約金等の受取（割当て）額 一受取の有無：口有り 0 無し
  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額
  口平成2 8 年度 口 5 0 万円以下
口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商棟権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口 J の他（

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

  口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

ば無し

 無し

企業名（屯盥企業等1 し 石原産翁族式会計

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 8 年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

受取の有無：口有り ¢ 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

  口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 i の他（ ）

ロコンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

 無し

 無し

②食品中のクロルフルアズロンの残留基準の設定について

企業名（申企業等 石原産塞秩式会針

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 8 年度

口平成2 9 年度

  ー ロ ー平成3 0 年度 

受取の有無：口有り B T 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

匿無し

 無し

③食品中のクロルメコーH O 残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）： B A S F ジャパン株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 8 年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

受取の有無：口有り ® 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口 特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口 の他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

ぜ無し

ヅ無し



④食品中のスピノサドの残留基準の股定について

―該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

一受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 8 年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

- 特記事項

⑦食品中のフェンピ□キシメートの残留基準の設定について

   企業名（申請企業塞）： 日本農薬株式会社
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て）額 - * 受取の有無：口有り β無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額
  口平成2 8 年度 口 5 0 万円以下

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料 口 当該企業の株式

   ロ ーその他（  )  
  ・申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無：口有り

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り

B f 無し

5 Z 無し

「特記事項

  企業名（申請企彙等）: ダウ・アグロサイエンス日太株式会社

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 8 年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

  受取の有無：口有り 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

  ロ ーその他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指専料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

0 無し

S 無し

⑤食品中のピコキシスh n ビンの残留基準の股定について

企業名（申精企業等）： 日太・塞秩式会計

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 8 年度

口平成2 9 年度

ー ロ ー平成3 0 年度一

受取の有無：口有り 封無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料
)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有リ

S 無し

 β無し

⑥食品中のピU ベンカルブの残留基準の股定について

企業名（申請企彙等）： ウミアイ化学工業秩式会計

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料 口 当該企業の株式

   ロ ーその他（ )  

し
し

1S
^



⑧食品中のメタラキシル及びメフェノキサムの残留基準の設定について

   企業名（申請企業等）: シンジェン々ジヤ/ 《ン秩式会針 
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 - 受取の有無：口有り β無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 8 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料 口当該企業の株式

   口 その他（ ） 一
   ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有リ 無し

   ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り 無し

「特記事項


































